
北海道環境産業振興戦略の見直しについて（骨子案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◯環境産業を取り巻く状況の変化 
・ 太陽光を中心とした再生可能エネルギー導入量の拡大 
・ エネルギーミックスの決定 

（徹底した省エネの取組強化） 
・ 電力システム改革による電力小売りの全面自由化 
・ 道内での水素実証プロジェクト事業の開始 
・ リサイクル製品の需要拡大を目指した取組の進展 
 
 

戦略見直しの背景  

《目的》 
○環境産業を経済活性化に向けた推進エンジンの 
ひとつとして育成･振興を図る 

《必要性》 
○産業界、研究機関、地域などが方向性を共有、 
連携した取組を進めていけるよう道として戦略 
を策定 

《期間》 平成３２年度までの 5 年間 
        

戦略の目的・必要性 

 

      

スマートコミュニティ関連    リサイクル関連      省エネルギー関連 

３つの重点分野 

 

○北海道の強みを競争力の強化につなげていくことが

必要 
 

○収益力に課題、地域社会全体の取組による対応が必要 
 

○中小企業者が多く単独では事業展開力に限界 

課  題 
 

《産業》世界を視野に飛翔する環境産業群の形成 

 

《地域》地域に広がる多様な環境ビジネスの創出 

 

《社会》環境と経済の調和を目指す社会の仕組みづくり 

めざす姿 

第１章 戦略の基本的考え方 

第２章 現状・課題とめざす姿 

第３章 重点的に取り組む分野 

経済部環境・エネルギー室 

 

○ 関連技術の組合せによるスマートコミュニティ構築の取組の芽が顕在化   

 

○ 地中熱などの熱利用技術で強みを有する省エネ関連企業の出現 

 

○ 循環資源の再生利用による持続可能なビジネスモデル構築の推進 

 

○ 産学官金ネットワーク組織などによる支援の開始 

現  状 

高断熱・高気密住宅に新エネルギー

関連製品等を組み合わせたスマー

トハウスなどの製品開発 

バイオマスの地産地消に向

けた研究開発と事業化、環

境保全に資する製品開発 

ものづくり系事業のほか、省エネ

コンサルティングなどのサービ

ス系事業の育成・振興 

資 料 １ 



 

 

 

 

 

 

＜スマートコミュニティ関連＞ 

 

◯道内企業が有する独自の技術・製品を組み合わせ、新たな製
品開発プロジェクトとして展開するためのコーディネート
や企業マッチングを行う仕組みづくり 

◯水素関連ビジネスの参入促進に向け、「水素社会実現戦略ビ
ジョン」や「ロードマップ」を踏まえた取組の促進 

 

【成果指標案】寒冷地型スマートハウス街区の開発 

 

 

 

 

＜リサイクル関連＞ 

 

◯バイオマスを含む循環資源を用いたリサイクル製品を軌道
に乗せるための取組促進や、さらなる販路拡大に向けた方策
の検討 

◯地産地消型のリサイクルシステムの推進に向け、地域の循環
資源・バイオマス資源を活用した地元企業によるリサイクル
産業の育成に向けた取組促進 

  

【成果指標案】地域内リサイクルシステムの構築 

戦略１ 本道が持つ技術や製品の組合せによる新分野 

での産業の創出 

戦略２ 地域循環資源を活用した製品の事業化促進と 

地域内リサイクル産業の育成 

 

 

＜省エネルギー関連＞ 

 

◯道内企業の技術・製品開発への支援による、関連技術の取
得・向上及び独自技術の開発促進 

◯道内需要の拡大に向けた普及啓発などの取組に加え、関連
するサービス系事業の育成・振興  

 

【成果指標案】最終エネルギー消費量の削減 

※エネルギー消費原単位（産業部門）による評価 

 

 

戦略３ 省エネルギー関連技術・製品の開発支援と 

サービス系事業の育成・振興 

 

 

○支援する仕組みをさらに
充実し、参入に向けた企業
の動きを加速化 

 

【成果指標案】 

 環境産業への参入企業の
割合 

（関連事業者の参入増） 

 

 環境産業を支援する 

仕組みのさらなる充実 

第４章 戦略展開 ～ ３つの戦略と支援制度の強化 

第５章 戦略の推進に向けて 

○成果指標の設定 ○事業者、研究機関、市町村等との連携強化 ○庁内の推進体制 ○戦略の進行管理 


